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紅葉も美しい西公園で

ぶらぶら 一 旬

3 . 11 震災では選難 所にもな っ た西 公園｡

イスがあ っ たらな
-

と思いながら

l
茫然と立ち尽 く していたたくさんの人々 ｡

お花見だけでな< 落ち葉も愛で ながら､

ぶらぶらと歩き､
一

句つ < っ て ､

どんなイスがあるといいか考えてみよう ｡

お閂い合わせ･ お申込み

氏各 年齢
･ 住所･t 垢番号をご記入の上 ､
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西公田を逸ぽうプロジェ クト

公園で 見つ けた ｢ 私のイス｣ にも座りっ こ ｡

ヽ J l



ぎ蒜｣ 一 旦

●申のテ ー マ

杜の都 ･ 西公歯を遊博う

t 々あ っ た亡さ 育公■電八手り
大昔の西公園はどんなだっ たのだうう ? 中書､ ちょ っ と吉は? そ して現在の酉公園は?
写真を撮りながらどう使うと楽しいか イ メ

ー

ジしよ う !

昔々あ っ たとき (永広■え含ん)

目に見えない西公園のおはなしを聞きながら､ カ

バンの中から出てきたのは本物の化石! タカハシホ

タテやゾウの歯も｡ じ 一

つと

見ていた子どもたらも｢勧っ

ていいよ｣ の
一

言に1 つ 1 つ

真剣に触ってみて いました｡

自分ガ生まれるず ー

つと前

からあるものを手に取れる

なんて､ 不思議｡ そして､ 西

公園は菩､ 海だ ったこともあ

ったとか . 想像もつ かないほど前の こと｡ でも､ 確かに

あった
`■

その時
"

なんですよね｡

育公叫の息い出
(翰* 和え蕾ん ･ 三上 絢さん ･ 開口怜子せん)

大昔の お 話を 聞い た あと

は少し暗闇を戻して ､ 餌 年

ほど前のおはなし ｡ 三上さ

んは天文台での 思い 出を ､

大町 に 住む鈴木魁文堂の

鈴木 さんは 立町 小学校の

頃､ 西公歯の池の前で集合

写真を滞っ たとガ ｡ 当時の

写真 を大き く コ ピ ー して

みんなに 見せて < れま した ｡ その頃を知る世代の

方々 は ｢ あ
ー

そうそう ! ｣ と少しずつ記憶が蘇っ て

懐かしそうに､ 知らない若い世代は ｢ ヘ ー こ うな っ

てたんだ -

｣ とおはなしを聞いて頭で イメ ー ジして

いたものがビジュ アルになっ て∴写真を見ることで ､
一

気にみ んなにと っ て その 時が身近 にな っ た時 間

で した.

育公叫亀八 手 り (小♯t 手 さん)

シャッタ ー 越しに見る西公

園, ｢ みんなガ見て いる景色 ､

そんな点を結んだら､ 西公園

の新たな
一

面が見えるかも｡｣

そ んな写真家小岩さん のお

話を聞いてから､ それぞれカ

メラを手に､ 西公園を図りま

す｡ こどももおとなも､ その

人の 目線で ､ ゆっ < り歩いたり､ 立ち止まっ たり｡ カメ

ラを持って歩いたら､ また違う西公園に出会克た気が

します｡ 最後は ､ みんなで写真を見せ 合いながら｢ い

いね｣ ｢ おもしろいね｣ と｡ 人のカメラをの ぞ< ことで ､

その人の 日になっ たような気がして ｡ その人の気持

らもまた ､ ちょっと分かるような気ガして ｡ 新しい世界

が広がりました ｡

･ 市民会儲 の中から広瀬川を見 るの ガ好き｡ 普段は西

公園まで 足を運ばないけれ ど､ 写日は楽しかった ｡

･ こけし塔をなんとかした いなあ｡

･ 西 公園は まだまだ生きて いる ｡ もっと活かして ほし

い ｡
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大 書､ 少し戻して 6 0 年ほど前､

そして 目に見える
"

今
"

の西公

園をそれ ぞれ見つ めて …

｢ 写真は視点の集積｣ という

小岩さん ｡ ひとりひとり運っ

た視点､ なかには偶然撮れ

た写真｡ そんな点と点が繋

がっ てまた新し西公園ガ見

えてきたような気がします｡ ㌘

みなさんもカメラを持って

歩い てみてはいかがでしょ

う.

報告:横島江梨佳/ 清水草書
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